
千葉県立中央博物館 分館

海の博物館 〒299-5242 千葉県勝浦市吉尾123
TEL 0470-76-1133　FAX 0470-76-1821
URL http://www .chiba-muse .or .jp/UMIHAKU/

JR外房線 鵜原駅から徒歩約15分
勝浦駅から小湊鉄道バス「勝浦駅・ミレーニア」
循環線「海の博物館」下車、徒歩1分
勝浦駅から小湊鉄道バス「海中公園センター」
行き終点下車すぐ（土曜日のみ）

自 動 車 千葉市から約2時間
圏央道・市原鶴舞ICから約1時間

■交通

開館時間 午前9時～午後4時30分（入館は4時まで）
休 館 日 展示期間中は7月20日（月）、

9月7日（月）、14日（月）、23日（水）
入 場 料

駐 車 場 午前8時30分～午後5時15分
普通車2時間まで200円
障害者とその介護者は無料

■ご利用案内

一般 200円、高校・大学生 100円
中学生以下、65歳以上、障害者とその介護者 無料
その他団体割引等の制度があります

令和2年度

110年ぶりの発見：ドフラインイソギンチャク

開催期間　令和2年7月18日（土）～9月27日（日）

チーバくん



こんな資料、あります！
　海の博物館には、海の生きものに関する多くの貴重な資料が保存されています。100年以上ぶりに確認

された生きものの標本、世界でも珍しい生きものの標本、海底にできるミステリーサークルが1匹の魚に

よって作製される過程を記録した動画、そして、新種を発表する際に定められる標本などなど。この企画

展示では、海の博物館のお宝の数々を、一挙公開します！

海の中での海藻の役割いろいろ

暮らしの中の海藻

ち  　ば   けん　　　 かい  そう

　千葉県は太平洋に突き出た南北に長い房総半島からなり、全体で500種類以上の海藻が

見られる、世界でも最も海藻の豊富な所のひとつです。温帯性の海藻のほか、北東部の銚

子周辺を中心に冷たい海に多い海藻が、南部の館山周辺を中心に暖かい海に多い海藻が見

られます。また、世界で千葉県のみに生えているオオノアナメや、絶滅危惧種のアサクサ

ノリなど、貴重な海藻も見られます。

うみ　     なか              かい そう       やく  わり

く　　　　　　　　　  なか       かい　そう

オオノアナメ

いすみ市から勝浦市沿岸の深い所

だけに見られる貴重な海藻です。 ハバノリ干し

千葉県では「一年幅

を利かす」という意
し   　　　　かつうら  し えん がん　　 ふか　　ところ

かいちゅうりん

カジメの海中林

高さ2mにもなるカ

海藻おしば

海藻の押し葉標本か

ら発展した「海藻お

しば」。海藻の色や

形が楽しめます。

「海藻おしば」の世界

　海藻は動かないので、磯遊びなどでもあまり注目されな

い生きものです。しかし、海の水をきれいにしたり、太陽

のエネルギーを取り入れて、それを動物たちが食用とでき

る有機物に変えたり、動物たちが暮らす住み処となったり

と、海の中ではとても重要な役割をしています。

　海藻は普通に食用とするだけでなく、お正月の縁起物と

して食べたり、医薬品などに使用したり、神社のお飾りに

使われたり、昔は火薬の原料にもしたりと、私たちの暮ら

しの中で、さまざまなところに使われています。

　生きものの種類を調べたりするときに作製する「標本」。

海藻は「押し葉」の形で標本にされてきました。近年では、

海藻の美しい色や面白い形を取り上げた「海藻おしば」が人

気です。

かい そう　　　　　　　　　　　    　　  せ  かい

み   　　　　　　 き ちょう  　かい そう

企画展示特別講座「－海からの贈り物－海藻おしばを作ろう」

　　　色とりどりの海藻で、世界で一つの素敵なハガキを作ります。

　　　講師：野田三千代氏（海藻おしば協会・会長）

　　　日時：平成26年2月15日（土） 10:30～12:00　定員30名　対象：小学生以上（小学生は保護者同伴）

観察会「海藻を観察しよう」

　　　海の博物館前の磯で海藻を探して観察してみましょう。どんな海藻があるでしょうか？

　　　日時：平成26年3月21日（金・祝）　12:00～14:30　定員20名　対象：中学生以上（小学生と保護者も可）

＊事前申込みが必要です。詳しくはホームページをご覧になるか、お問い合わせください。

み　  　                     せ  かい           もっと       かい そう       ほう   ふ       ところ　　　　　　　　　　　　　              おん たい  せい       かい そう   　　　　　           ほく とう    ぶ      ちょう

関連行事のご案内

　2015年に、1880年以来、実に135年ぶりに東
京湾で確認されました。当館にその標本が保
存されています。

アマミホシゾラフグのミステリーサークル

110年ぶりに見つかったドフラインイソギンチャク 昔、房総半島にやって来たチョウザメ類

超珍種のクラゲ、リプケア 新種を発表するときに指定する「タイプ標本」

東京湾で135年ぶりに見つかったムギワラエビ

　2012年に、およそ110年ぶりに、東京湾の入
口付近の水深100-200メートルで確認されまし
た。当館にその標本が保存されています。

　奄美大島の海底で見つかったミステリーサ
ークル。当館研究員等が撮影した動画等を基
に、その作製過程が明らかにされました。

　1950-60年代に千葉県の内房地方で捕獲され
たダウリアチョウザメとカラチョウザメの剥
製が保存されています。

　2012年に海の博物館の水そうで見つかり、
標本が保存されています。世界でも発見例の
わずかな、珍しいクラゲです。

　新種発表の際、その種の基準を示す「タイプ
標本」を定める決まりがあります。当館には
100点を超すタイプ標本が保存されています。

こんな資料、あります！


	リーフレット表面案1改小
	リーフレット裏面改小

